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卯
ノ
時
ノ
末
ニ
御
粥
ノ
作
法

卯
ノ
時
ノ
末
ニ
御
粥
ノ
作
法
修
シ
タ
マ
ヒ
サ
フ
ラ
フ
時
ハ
、
坐
禅
ノ
御
心
ヲ
バ
ス
テ
サ
セ
タ
マ
フ
ベ
シ
。

用
心
ト
申
ス
ハ
、
六
念
ヲ
修
シ
、
十
利
ヲ
唱
へ
、
粥
マ
イ
ル
外
ハ
、
何
ノ
善
事
ナ
リ
ト
モ
コ
コ
ロ
ニ
オ

モ
ハ
ズ
、
イ
ハ
ン
ヤ
ア
シ
キ
心
ヲ
ヤ
。

粥
ノ
時
ハ
身
モ
コ
コ
ロ
モ
、
タ
ダ
粥
ノ
用
心
ニ
テ
、
坐
禅
モ
余
ノ
ツ
ト
メ
モ
、
心
ニ
カ
ケ
ラ
レ
マ
ジ
ク
候
。

是
ハ
粥
ノ
時
節
ヲ
ア
キ
ラ
メ
、
力
ユ
ノ
コ
コ
ロ
ヲ
サ
ト
ル
ト
申
候
ナ
リ
。
コ
ノ
ト
キ
仏
祖
ノ
コ
コ
口
、

ノ
コ
ル
ト
コ
ロ
ナ
ク
サ
ト
ル
コ
卜
ニ
テ
候
。

　

卯
の
時
の
末
は
午
前
七
時
近
く
に
当
り
ま
す
。
夏
と
冬
と
で
変
化
し
ま
す
が
、
日
出
前
三
十
六
分
暁
鼓
打

切
（
妙
相
現
ず
る
時
）
開
静
以
後
が
御
粥
の
時
で
あ
り
ま
す
。

　

余
談
の
よ
う
で
す
が
、
沙
弥
（
し
ゃ
み
）
童
行
（
ず
ん
な
ん
）
と
い
う
年
端
も
行
か
ぬ
子
坊
達
は
、
此
の
時

に
起
こ
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
大
衆
一
如
に
な
る
の
で
す
。「
不
審
」
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
と
ご
挨
拶
す
る
作
法
は
、

瑩
山
禅
師
清
規
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
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御
粥
の
作
法
に
つ
い
て
は
「
赴
粥
飯
法
」 

に
委
細
を
つ
く
し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
作
法
の
み
で
な
く
、

堂
に
出
入
す
る
足
の
運
び
方
か
ら
立
ち
居
振
舞
等
に
い
た
る
ま
で
、
実
に
綿
密
周
到
な
指
図
が
せ
ら
れ
て
あ

る
の
で
、
そ
の
作
法
の
通
り
に
信
受
奉
行
す
れ
ば
、
そ
の
一
挙
一
動
が
直
ち
に
身
心
を
道
と
相
応
ぜ
し
め
、

自
利
々
他
が
そ
の
場
で
完
う
出
来
る
の
で
す
か
ら
坐
禅
の
御
心
は
自
ら
無
要
と
な
る
、
詰
り
お
粥
の
時
は
お

粥
に
な
り
き
る
三
昧
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
時
の
用
心
と
し
て
、
六
念
ヲ
修
シ
十
利
ヲ
唱
へ
、
と
あ
り
ま
す
が
、
六
念
は
念
仏
・
念
法
・
念
僧
・

念
戒
・
念
施
・
念
天
の
六
ツ
で
、
僧
堂
で
唱
え
て
い
る
十
仏
名
等
が
そ
れ
で
あ
り
ま
す
。

　

十
仏
名
は
十
声
仏
と
も
言
い
、
仏
名
を
十
た
び
唱
え
る
の
で
す
。

　

こ
れ
は
も
と
晋
の
道
安
法
師
が
創
唱
し
た
も
の
で
、
古
く
か
ら
禅
門
で
唱
え
伝
え
た
も
の
で
す
が
、
道
元

禅
師
は
こ
れ
を
改
め
ら
れ
、
法
華
経
・
諸
菩
薩
を
入
れ
か
え
ら
れ
て
三
宝
に
さ
れ
る
ほ
か
更
に
、
最
後
を
般

若
波
羅
密
で
結
ば
れ
て
、
以
上
の
十
声
を
般
若
の
無
分
別
智
で
行
ず
る
よ
う
に
指
導
さ
れ
、
そ
の
唱
え
る
時

の
槌
の
下
し
方
に
い
た
る
ま
で
厳
重
な
ご
注
意
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
主
客
一
体
に
な
り
、
身
心
を
調
え
、

声
を
そ
ろ
え
て
唱
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

十
利
は
お
粥
の
利
益
十
ケ
条
で
あ
り
ま
す
。
お
粥
は
病
人
や
貧
し
い
人
の
た
め
の
粗
末
な
食
物
で
な
く
、

最
も
豊
か
に
身
心
を
恵
む
健
康
食
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
讃
え
た
偈
文
「
施
食
の
偈
」
を
大
衆
一
同
で
念
ず
る
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の
で
す
。
僧
堂
で
は
代
表
し
て
首
座
が
唱
え
ま
す
。

　

こ
の
外
に
、
五
観
の
偈
、
擎け

い

鉢は
つ

の
偈
、
折せ
っ

水す
い

の
偈
等
、
展
鉢
か
ら
収
鉢
に
い
た
る
ま
で
の
偈
文
を
念
じ
唱

え
る
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
問
、
身
心
の
威
儀
や
器
物
の
扱
い
や
、
食
物
の
頂
き
方
な
ど
、
細
大
も
ら
さ
ず

完
全
な
処
置
法
が
教
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ご
教
示
に
従
っ
て
只
管
に
お
粥
を
い
た
だ
く
の
で
す
か
ら
、
雑
念
を
ま
じ
え
た
り
、
三
毒
等

の
煩
悩
妄
想
の
発
生
す
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
粥
マ
イ
ル
外
ハ
、
何
ノ
善
事
ナ
リ
ト
モ
心
ニ
オ
モ
ハ
ズ
。
況
ン
ヤ
悪
シ
キ
心
ヲ
ヤ
、
で
あ
り
ま
す
。

　

仏
道
と
い
う
も
の
は
人
々
の
足
も
と
で
あ
り
、
外
に
特
別
の
道
が
あ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

道
元
禅
師
は
、「
道
に
さ
え
ら
れ
る
当
処
明
了　

悟
に
さ
え
ら
る
る
当
人
円
成
」
と
、
学
道
の
用
心
に
も
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
道
と
い
っ
て
も
悟
と
い
っ
て
も
別
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
如
何
な
る
物
に
接
し
て
も
そ
れ

を
自
分
の
身
心
と
心
得
て
、
そ
の
物
の
扱
い
に
自
分
の
全
身
心
を
傾
け
尽
す
、
詰
り
身
も
心
も
そ
の
こ
と
に

な
り
き
っ
て
、
そ
の
物
を
完
全
に
扱
い
生
か
す
こ
と
に
徹
す
る
の
で
す
。

　

道
元
禅
師
は
こ
れ
を
自
受
用
三
昧
と
申
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
仏
祖
の
伝
え
ら
れ
た
道
で
あ
り
悟
で
あ
る

の
で
す
。


